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(57)【要約】
【課題】遮蔽装置の収容部における止水性能を向上させ
ることができる建具を提供すること。
【解決手段】シャッター枠７を外壁Ｗの外壁躯体に固定
する躯体固定基準面としての壁パネルＷ１の室外側側面
よりも室外側に上枠垂下片７１４、横材立上片７４３お
よび縦枠延出片７３３が形成され、これらの各片７１４
，７４３，７３３の見込み方向室外側側面に防水シート
７５１が貼り付けられているので、この防水シート７５
１によってシャッターケース７５の内部と壁パネルＷ１
側の中間空間とを止水可能に区画することができる。従
って、シャッターケース７５の内部に水が入ったとして
も、この水が壁パネルＷ１側に浸入することが防止でき
、壁パネルＷ１内部および室内側への浸水を確実に防止
して止水性能を向上させることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外壁開口部に設けられる窓枠と、この窓枠に支持される面材と、前記窓枠の開口を遮蔽
可能な遮蔽装置とを備えた建具であって、
　前記遮蔽装置は、前記面材の室外側を覆って閉鎖可能な遮蔽体と、この遮蔽体を開閉支
持する遮蔽枠体とを備え、
　前記遮蔽枠体は、四周枠組みされる遮蔽上枠、遮蔽下枠および左右の遮蔽縦枠と、前記
窓枠の上側にて前記左右の遮蔽縦枠間に架設される遮蔽横材と、前記遮蔽上枠、遮蔽横材
および左右の遮蔽縦枠で囲まれて前記遮蔽体を収容可能な遮蔽体収容部とを有して構成さ
れ、
　前記遮蔽上枠、遮蔽下枠、遮蔽縦枠および遮蔽横材は、それぞれ前記外壁の外壁躯体面
に沿って同一見込み位置に設けられる躯体固定基準面にて当該外壁躯体に固定され、
　前記遮蔽上枠は、前記躯体固定基準面よりも見込み方向室外側にて下方に延びる上枠垂
下片を有し、前記遮蔽横材は、前記躯体固定基準面よりも見込み方向室外側にて上方に延
びる横材立上片を有し、前記遮蔽縦枠は、前記躯体固定基準面よりも見込み方向室外側に
て見付け方向内側に延びる縦枠延出片を有して形成され、
　前記上枠垂下片、横材立上片および縦枠延出片の各々における見込み方向室外側側面が
同一見込み位置にて四周連続して設けられるとともに、この四周連続した見込み方向室外
側側面を覆って面状の止水材が貼り付けられている建具。
【請求項２】
　前記窓枠は、窓上枠、窓下枠および左右の窓縦枠を四周枠組みして構成され、前記窓縦
枠の見付け方向外側に前記遮蔽縦枠が位置するとともに、前記縦枠延出片が当該窓縦枠に
連結されている請求項１に記載の建具。
【請求項３】
　前記窓縦枠は、見付け方向外側に延びるとともに前記遮蔽縦枠の縦枠延出片の室内側に
対向する縦枠連結片を有して形成され、
　前記縦枠連結片および縦枠延出片を室内側から貫通する固着具によって前記窓縦枠と遮
蔽縦枠とが連結されている請求項２に記載の建具。
【請求項４】
　前記遮蔽横材は、前記横材立上片よりも下方かつ見込み方向室内側に位置して前記躯体
固定基準面に沿って形成される横材固定片を有し、この横材固定片が前記外壁躯体に固定
されている請求項１から請求項３のいずれかに記載の建具。
【請求項５】
　前記面状の止水材よりも室内側には、前記外壁躯体と前記上枠垂下片、横材立上片およ
び左右の縦枠延出片とで囲まれた中間空間が形成され、この中間空間に前記遮蔽装置を駆
動するための駆動部品が配置されている請求項１から請求項４のいずれかに記載の建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建具に関し、詳しくは、窓枠および面材と、窓枠の開口を遮蔽可能な遮蔽装
置とを備えた建具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、窓枠（枠体）および障子（面材）の室外側を覆うシャッター等の遮蔽装置を有し
た建具が広く利用されている（例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１に記載されたシャッターは、シャッター面材を収容可能なシャッターケース
を備え、このシャッターケースが窓枠の上側において外壁に固定されている。また、シャ
ッターケースの内部における室内側面には、外壁躯体の室外面に当接する背面板が設けら
れ、この背面板によってシャッターケースの内部空間と外壁躯体とが仕切られるようにな
っている。
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【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３３２６２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記特許文献１に記載された従来のシャッターでは、背面板が外壁躯体
の室外面に当接して設けられているため、シャッターケース内部に入った水が背面板と外
壁躯体との隙間に浸入し、この水が外壁躯体の内部に入り込んでしまう可能性がある。す
なわち、雨等で濡れた状態のシャッター面材をシャッターケースに収容すると、シャッタ
ー面材とともに水が巻き上げられてシャッターケース内部に飛び散ることとなる。このた
め、飛び散った水が背面板にかかると、シャッター上枠などとの隙間から外壁躯体との隙
間に浸入する可能性がある。
【０００５】
　本発明の目的は、遮蔽装置の収容部における止水性能を向上させることができる建具を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の建具は、外壁開口部に設けられる窓枠と、この窓枠に支持される面材と、前記
窓枠の開口を遮蔽可能な遮蔽装置とを備えた建具であって、前記遮蔽装置は、前記面材の
室外側を覆って閉鎖可能な遮蔽体と、この遮蔽体を開閉支持する遮蔽枠体とを備え、前記
遮蔽枠体は、四周枠組みされる遮蔽上枠、遮蔽下枠および左右の遮蔽縦枠と、前記窓枠の
上側にて前記左右の遮蔽縦枠間に架設される遮蔽横材と、前記遮蔽上枠、遮蔽横材および
左右の遮蔽縦枠で囲まれて前記遮蔽体を収容可能な遮蔽体収容部とを有して構成され、前
記遮蔽上枠、遮蔽下枠、遮蔽縦枠および遮蔽横材は、それぞれ前記外壁の外壁躯体面に沿
って同一見込み位置に設けられる躯体固定基準面にて当該外壁躯体に固定され、前記遮蔽
上枠は、前記躯体固定基準面よりも見込み方向室外側にて下方に延びる上枠垂下片を有し
、前記遮蔽横材は、前記躯体固定基準面よりも見込み方向室外側にて上方に延びる横材立
上片を有し、前記遮蔽縦枠は、前記躯体固定基準面よりも見込み方向室外側にて見付け方
向内側に延びる縦枠延出片を有して形成され、前記上枠垂下片、横材立上片および縦枠延
出片の各々における見込み方向室外側側面が同一見込み位置にて四周連続して設けられる
とともに、この四周連続した見込み方向室外側側面を覆って面状の止水材が貼り付けられ
ていることを特徴とする。
【０００７】
　ここで、遮蔽体としては、複数のシャッタースラットが上下に連結されて上方に巻取り
収容可能に構成されたものであってもよく、また上方に折畳み収容可能に構成されたもの
でもよい。さらに、遮蔽体としては、複数のスラットがリンクを介して上下に連結されて
上方に巻取り収容可能または重ね合わせ収容可能に構成された外部ブラインド等であって
もよい。また、遮蔽体としては、上方に巻取り収容可能なネットを備えて構成された網戸
（ロール網戸）等であってもよい。
　また、躯体固定基準面としては、遮蔽枠体の遮蔽上枠、遮蔽下枠、遮蔽縦枠および遮蔽
横材を外壁に固定するための基準面であり、外壁躯体の構造に応じて適宜な見込み位置に
躯体固定基準面が設定可能である。すなわち、遮蔽枠体の固定位置としては、サイディン
グや吹き付けタイル等の外壁仕上げ材の表面や、壁パネルや骨組み等の室外面、あるいは
壁パネルや骨組み等の室外面よりも室内側に入り込んだ位置など様々であるものの、この
固定位置の基準となる面が躯体固定基準面である。
【０００８】
　以上の本発明によれば、遮蔽枠体の遮蔽上枠、遮蔽横材および遮蔽縦枠において、それ
ぞれ躯体固定基準面よりも室外側に上枠垂下片、横材立上片および縦枠延出片を形成する
とともに、これら上枠垂下片、横材立上片および縦枠延出片の室外側側面を同一見込み位
置にて四周連続させ、この室外側側面に面状の止水材を貼り付けたことで、この止水材に
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よって遮蔽体収容部と外壁躯体とを止水可能に区画することができる。従って、遮蔽体収
容部に水が入ったとしても、この水が外壁躯体側（躯体固定基準面側）に浸入することが
防止でき、遮蔽枠体の固定部分から外壁躯体内部への浸水を確実に防止して止水性能を向
上させることができる。
【０００９】
　この際、本発明の建具では、前記窓枠は、窓上枠、窓下枠および左右の窓縦枠を四周枠
組みして構成され、前記窓縦枠の見付け方向外側に前記遮蔽縦枠が位置するとともに、前
記縦枠延出片が当該窓縦枠に連結されていることが好ましい。
　このような構成によれば、遮蔽縦枠において上下に連続する縦枠延出片を、その下部で
は窓縦枠との連結用とし、上部では前記止水材の貼り付け用として利用することができ、
部材断面の無駄を省略することができる。
【００１０】
　さらに、本発明の建具では、前記窓縦枠は、見付け方向外側に延びるとともに前記遮蔽
縦枠の縦枠延出片の室内側に対向する縦枠連結片を有して形成され、前記縦枠連結片およ
び縦枠延出片を室内側から貫通する固着具によって前記窓縦枠と遮蔽縦枠とが連結されて
いることが好ましい。
　このような構成によれば、縦枠連結片と縦枠延出片とを固着具で連結することで、窓縦
枠と遮蔽縦枠とを強固に接続することができるとともに、窓縦枠と遮蔽縦枠とを予め固着
具で連結しておき、この連結した状態で外壁開口部に設置し、遮蔽縦枠を外壁躯体に固定
するような施工手順を採用することもでき、この手順を採用することで施工効率を向上さ
せることができる。
【００１１】
　また、本発明の建具では、前記遮蔽横材は、前記横材立上片よりも下方かつ見込み方向
室内側に位置して前記躯体固定基準面に沿って形成される横材固定片を有し、この横材固
定片が前記外壁躯体に固定されていることが好ましい。
　このような構成によれば、横材固定片よりも上方にある横材立上片の見込み方向室外側
側面にて止水処理がされているため、横材固定片と外壁躯体との接触面への雨水などの浸
入を抑制することができ、止水性能が確保できる。
【００１２】
　また、本発明の建具では、前記面状の止水材よりも室内側には、前記外壁躯体と前記上
枠垂下片、横材立上片および左右の縦枠延出片とで囲まれた中間空間が形成され、この中
間空間に前記遮蔽装置を駆動するための駆動部品が配置されていることが好ましい。
　このような構成によれば、面状の止水材と外壁躯体との間に中間空間を形成したことで
、この中間空間への水の浸入が止水材によって阻止されることから、配置した駆動部品に
水がかかることがなく、駆動部品に対する防水処理を省略または簡略することができる。
さらに、駆動部品から外壁躯体を貫通して室内側に延びる配線等が接続される場合には、
外壁躯体の貫通部分を中間空間に設けることで、貫通部分からの水の浸入が防止できると
ともに、貫通部分の防水処理も省略または簡略することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係る建具である引違い窓１を示す縦断面図である。図２は
、引違い窓１を示す横断面図である。
　図１、図２において、引違い窓１は、戸建て住宅等の建物における外壁Ｗの開口部に設
けられる掃き出し窓であって、枠体としての窓枠２と面材としての室内外一対の障子３お
よび網戸４とを有する窓本体５と、この窓本体５の室外側に設けられる遮蔽装置としての
外部シャッター６とを備えて構成されている。外部シャッター６は、外壁Ｗの外壁躯体で
ある壁パネルＷ１に固定される遮蔽枠体としてのシャッター枠７と、このシャッター枠７
に上下開閉自在かつ上方に巻き上げ収容可能に支持される遮蔽体としてのシャッター面材
８とを有して構成されている。なお、本実施形態の引違い窓１において、躯体固定基準面
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は、壁パネルＷ１の室外側側面に設定されている。
【００１４】
　窓枠２は、窓上枠２１、窓下枠２２、および左右の窓縦枠２３を四周枠組みして形成さ
れ、窓上枠２１、窓下枠２２および窓縦枠２３は、それぞれ樹脂製の窓枠材で構成されて
いる。室内外の障子３および網戸４は、それぞれ窓上枠２１および窓下枠２２に左右スラ
イド開閉可能に支持されている。シャッター枠７は、窓上枠２１の上方に位置する遮蔽上
枠としてのシャッター上枠７１と、窓下枠２２の下方に位置する遮蔽下枠としてのシャッ
ター下枠７２と、左右の窓縦枠２３の見付け方向外側に位置する遮蔽縦枠としての左右の
シャッター縦枠７３と、窓上枠２１の上側かつシャッター上枠７１の下方にて左右のシャ
ッター縦枠７３間に架設される遮蔽横材としてのまぐさ７４とを有して構成され、これら
のシャッター上枠７１、シャッター下枠７２、シャッター縦枠７３およびまぐさ７４が外
壁Ｗの壁パネルＷ１に固定されている。そして、シャッター上枠７１、まぐさ７４および
シャッター縦枠７３は、これらで四方を囲んだ遮蔽体収容部としてのシャッターケース７
５を構成し、このシャッターケース７５にシャッター面材８が巻き上げ収容されるように
なっている。
【００１５】
　シャッター面材８は、複数のスラット８１を上下に連結するとともに、最下部のスラッ
ト８１に座板８２を連結して構成され、シャッターケース７５内部の回転ドラム８３に巻
き取られて収容されるようになっている。さらに、シャッター面材８は、左右のシャッタ
ー縦枠７３に案内されて上下開閉可能とされ、シャッター下枠７２に設けた錠受け８４に
対して、座板８２に設けた図示しない鎌錠が係合されることで、障子３および網戸４の室
外側を覆って閉鎖されるようになっている。また、本実施形態において、外部シャッター
６は、電動によりシャッター面材８が開閉駆動されるものであって、回転ドラム８３に電
動モータ８５が連結され、この電動モータ８５には、駆動制御用および電力供給用のケー
ブル８６が接続されている。この駆動部品としてのケーブル８６は、シャッターケース７
５内部から後述する中間空間Ｓに引き込まれた上で、この中間空間Ｓから外壁Ｗ内部を介
して室内側の操作スイッチや配電盤等に接続されている。
【００１６】
　シャッター上枠７１は、図３にも示すように、見込み方向に延びて室外側に下がり勾配
を有する上枠上面部７１１と、この上枠上面部７１１の見込み方向室内側端部から上方に
立ち上がって壁パネルＷ１に固定される上枠固定片７１２と、上枠固定片７１２に連続し
て上枠上面部７１１よりも下方に延びる上枠見付け面部７１３と、この上枠見付け面部７
１３の下端部から見込み方向室外側に延びるとともに下方に折れ曲がって延びる上枠垂下
片７１４とを有して形成されている。また、シャッター上枠７１の見込み方向室外側端部
には、左右のシャッター縦枠７３間に渡る前面カバー７６の上端縁が係合され、これによ
りシャッターケース７５の上面、側面および前面が閉塞されるようになっている。
【００１７】
　一方、まぐさ７４は、見込み方向に延びて室外側に下がり勾配を有する横材上面部７４
１と、この横材上面部７４１の見込み方向室内側端部から上方に立ち上がって壁パネルＷ
１に固定される横材固定片７４２と、この横材固定片７４２の上端部から見込み方向室外
側に延びるとともに上方に折れ曲がって延びる横材立上片７４３と、横材上面部７４１の
見込み方向室内側端部近傍から下方に延びる横材垂下片７４４とを有して形成されている
。そして、横材垂下片７４４の下端部の見込み方向室内側には、止水材保持部７４５が形
成され、この止水材保持部７４５には、後述する窓上枠２１の窓上枠連結片２１２に当接
可能な止水材７４Ａが取り付けられている。
　窓上枠２１は、室内外の障子３を案内する室内外のレール部を有した窓上枠本体部２１
１と、この窓上枠本体部２１１から上方に立ち上がる窓上枠連結片２１２と、窓上枠本体
部２１１から見込み方向室内側に延びて壁パネルＷ１に固定される窓上枠固定片２１３と
を有して形成されている。この窓上枠２１は、窓上枠連結片２１２を前記まぐさ７４の横
材垂下片７４４の見込み方向室内側に対向して止水材７４Ａに当接させ、当該窓上枠連結
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片２１２を室内側から貫通する固着具としてのビス２１Ａを横材垂下片７４４に螺合する
ことで、まぐさ７４に固定されている。
【００１８】
　また、シャッター縦枠７３は、図４にも示すように、見込み方向に延びる縦枠見込み面
部７３１と、この縦枠見込み面部７３１の見込み方向室内側端部から見付け方向外側に延
びて壁パネルＷ１に固定される縦枠固定片７３２と、縦枠見込み面部７３１の見込み方向
室内側端部近傍から見付け方向内側に延びる縦枠延出片７３３とを有して形成されている
。そして、縦枠延出片７３３の先端部の見込み方向室内側には、止水材保持部７３４が形
成され、この止水材保持部７３４には、後述する窓縦枠２３の窓縦枠連結片２３２に当接
可能な止水材７３Ａが取り付けられている。
　窓縦枠２３は、窓縦枠本体部２３１と、この窓縦枠本体部２３１から見付け方向外側に
延びる窓縦枠連結片２３２と、窓縦枠本体部２３１から見込み方向室内側に延びて壁パネ
ルＷ１に固定される窓縦枠固定片２３３と、額縁材Ｇに固定される窓縦枠アングル部２３
４とを有して形成されている。この窓縦枠２３は、窓縦枠連結片２３２を前記シャッター
縦枠７３の縦枠延出片７３３の見込み方向室内側に対向して止水材７３Ａに当接させ、当
該窓縦枠連結片２３２を室内側から貫通する固着具としてのビス２３Ａを縦枠延出片７３
３に螺合することで、シャッター縦枠７３に固定されている。
【００１９】
　また、シャッター下枠７２は、図１に示すように、見込み方向に延びて室外側に下がり
勾配を有する下枠傾斜面部７２１と、この下枠傾斜面部７２１の下方に対向する下枠底面
部７２２と、下枠底面部７２２の見込み方向室内側端部から下方に延びて壁パネルＷ１に
固定される下枠固定片７２３と、下枠傾斜面部７２１および下枠底面部７２２の見込み方
向室内側端部同士を連結する下枠側面部７２４とを有して形成されている。そして、下枠
側面部７２４の上端部の見込み方向室内側には、後述する窓下枠２２の窓下枠連結片２２
２に当接可能な止水材７２Ａが取り付けられている。
　窓下枠２２は、室内外の障子３を支持する室内外のレール部を有した窓下枠本体部２２
１と、この窓下枠本体部２２１から下方に延びる窓下枠連結片２２２と、窓下枠本体部２
２１から見込み方向室内側に延びて壁パネルＷ１に固定される窓下枠固定片２２３と、床
材Ｆに固定される窓下枠アングル部２２４とを有して形成されている。この窓下枠２２は
、窓下枠連結片２２２を前記シャッター下枠７２の下枠側面部７２４の見込み方向室内側
に対向して止水材７２Ａに当接させ、当該窓下枠連結片２２２を室内側から貫通する固着
具としてのビス２２Ａを下枠側面部７２４に螺合することで、シャッター下枠７２に固定
されている。
【００２０】
　以上のシャッターケース７５において、シャッター上枠７１の上枠垂下片７１４と、ま
ぐさ７４の横材立上片７４３と、左右のシャッター縦枠７３の縦枠延出片７３３とは、図
３および図５に示すように、同一見込み位置にて四周連続して設けられている。すなわち
、上枠垂下片７１４、横材立上片７４３および縦枠延出片７３３は、各々の見込み方向室
外側側面が略平坦面となるとともに、壁パネルＷ１から所定距離だけ見込み方向室外側に
離隔して設けられている。この際、縦枠延出片７３３は、上枠垂下片７１４および横材立
上片７４３と交差する部分が切り欠かれており、縦枠延出片７３３と上枠垂下片７１４お
よび横材立上片７４３とが干渉せずに、互いに面一で連続するようになっている。そして
、上枠垂下片７１４、横材立上片７４３および縦枠延出片７３３の見込み方向室外側側面
には、防水テープ７５２を介して面状の止水材としての防水シート７５１が貼り付けられ
ている。この防水シート７５１が上枠垂下片７１４、横材立上片７４３および縦枠延出片
７３３の見込み方向室外側側面を覆うとともに、各片７１４，７４３，７３３で四周を囲
まれた開口部を閉塞することで、シャッターケース７５の内部空間と壁パネルＷ１との間
に中間空間Ｓが形成され、この中間空間Ｓへの水の浸入が防水シート７５１によって防止
できるようになっている。
【００２１】
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　また、前記電動モータ８５のケーブル８６は、防水シート７５１を貫通して中間空間Ｓ
に配設されるとともに、この中間空間Ｓを介して壁パネルＷ１の内部に導入されている。
具体的には、ケーブル８６は、防水シート７５１の上部である上枠垂下片７１４近傍位置
において防水シート７５１を貫通するとともに、中間空間Ｓ内部を引き回してから壁パネ
ルＷ１の所定位置を貫通して室内側の操作スイッチ等に接続されるとともに、壁パネルＷ
１内部に配線されて配電盤等に接続されている。
【００２２】
　以上の窓枠２およびシャッター枠７は、以下の手順で外壁開口部に設置される。先ず、
窓上枠２１、窓下枠２２、および左右の窓縦枠２３を四周枠組みして窓枠２を構成する。
一方、シャッター上枠７１、まぐさ７４、シャッター下枠７２およびシャッター縦枠７３
を枠組みしてシャッター枠７を構成する。そして、窓上枠２１にまぐさ７４を連結し、窓
下枠２２にシャッター下枠７２を連結し、左右の窓縦枠２３にそれぞれシャッター縦枠７
３を連結することで、窓枠２とシャッター枠７とを一体化する。次に、一体化した状態の
窓枠２およびシャッター枠７を外壁Ｗの開口部に設置し、シャッター上枠７１の上枠固定
片７１２、まぐさ７４の横材固定片７４２、シャッター下枠７２の下枠固定片７２３、お
よび左右のシャッター縦枠７３の縦枠固定片７３２を、それぞれ外壁Ｗにおける壁パネル
Ｗ１の室外側側面にビスで固定する。そして、シャッターケース７５の内部にて、壁パネ
ルＷ１から出たケーブル８６を引き回してから、上枠垂下片７１４、横材立上片７４３お
よび縦枠延出片７３３の室外側側面に防水テープ７５２を貼り、この防水テープ７５２に
防水シート７５１を貼り付ける。その後、シャッターケース７５の内部に回転ドラム８３
を組み込むとともに、シャッター面材８をセットしてから、前面カバー７１３や図示しな
い側面パネル、点検カバーなどを取り付けることで、外部シャッター６の設置が完了する
。
【００２３】
　このような本実施形態によれば、以下のような効果がある。
（１）すなわち、シャッター枠７を外壁Ｗの外壁躯体に固定する躯体固定基準面としての
壁パネルＷ１の室外側側面よりも室外側に上枠垂下片７１４、横材立上片７４３および縦
枠延出片７３３が形成され、これらの各片７１４，７４３，７３３の室外側側面に防水シ
ート７５１が貼り付けられているので、この防水シート７５１によってシャッターケース
７５の内部と壁パネルＷ１側の中間空間Ｓとを止水可能に区画することができる。従って
、シャッターケース７５の内部に水が入ったとしても、この水が壁パネルＷ１側に浸入す
ることが防止でき、壁パネルＷ１内部および室内側への浸水を確実に防止して止水性能を
向上させることができる。
【００２４】
（２）また、シャッター縦枠７３において縦枠延出片７３３が上下に連続して形成され、
この縦枠延出片７３３に窓縦枠２３の窓縦枠連結片２３２が連結されるとともに、シャッ
ターケース７５の内部において縦枠延出片７３３に防水シート７５１が貼り付けられるこ
とで、縦枠延出片７３３が２つの機能を兼用することができ、部材断面の無駄を省略する
ことができる。さらに、縦枠延出片７３３と窓縦枠連結片２３２とが室内側からのビス２
３Ａで連結されるので、シャッター縦枠７３と窓縦枠２３とを強固に接続することができ
る。また、まぐさ７４の横材垂下片７４４と窓上枠２１の窓上枠連結片２１２とがビス２
１Ａで連結され、シャッター下枠７２の下枠側面部７２４と窓下枠２２の窓下枠連結片２
２２とがビス２２Ａで連結されているので、シャッター枠７と窓枠２とを一体化した状態
で外壁開口部に設置することもでき、シャッター枠７と窓枠２とをそれぞれ別々に外壁Ｗ
の外壁躯体に固定する場合と比較して施工効率を向上させることができる。
【００２５】
（３）また、外部シャッター６のシャッター面材８を開閉駆動する電動モータ８５からの
ケーブル８６が、シャッターケース７５内部から中間空間Ｓに引き込まれ、この中間空間
Ｓから壁パネルＷ１内部を介して室内側の操作スイッチや配電盤等に接続されているので
、ケーブル８６が壁パネルＷ１を貫通する部分に水がかからず、貫通部分から壁パネルＷ



(8) JP 2010-77774 A 2010.4.8

10

20

30

40

１への水の浸入が防止できるとともに、貫通部分の防水処理も省略または簡略することが
できる。
【００２６】
　なお、本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
他の構成等を含み、以下に示すような変形等も本発明に含まれる。
　例えば、前記実施形態において、建具の一例としての引違い窓１について説明したが、
本発明の建具は、引違い窓１に限らず、片引き窓や上げ下げ窓などの各種開閉形式を有す
る窓でもよい。
　また、前記実施形態において、遮蔽装置として外部シャッター６を有する建具について
説明したが、遮蔽装置としては、外部シャッター６に限らず、各種外部ブラインドや各種
網戸、雨戸などであってもよい。
【００２７】
　また、前記実施形態では、躯体固定基準面を壁パネルＷ１の室外側側面に設定し、この
壁パネルＷ１の室外側側面にシャッター枠７の上枠固定片７１２、横材固定片７４２、下
枠固定片７２３および縦枠固定片７３２を固定したが、このような固定構造に限られない
。すなわち、躯体固定基準面としては、外壁仕上げ材の室外側側面であってもよいし、外
壁躯体の所定の側面であってもよい。さらに、外壁躯体としては、前記実施形態のような
壁パネルＷ１に限らず、軸組構造の柱や梁等であってもよいし、その他適宜な構造材であ
ってもよい。
　また、前記実施形態では、電動によりシャッター面材８を開閉駆動する外部シャッター
６について説明したが、遮蔽装置の駆動形式としては、電動に限らず、手動であってもよ
い。
【００２８】
　その他、本発明を実施するための最良の構成、方法などは、以上の記載で開示されてい
るが、本発明は、これに限定されるものではない。すなわち、本発明は、主に特定の実施
形態に関して特に図示され、かつ説明されているが、本発明の技術的思想および目的の範
囲から逸脱することなく、以上述べた実施形態に対し、形状、材質、数量、その他の詳細
な構成において、当業者が様々な変形を加えることができるものである。
　従って、上記に開示した形状、材質などを限定した記載は、本発明の理解を容易にする
ために例示的に記載したものであり、本発明を限定するものではないから、それらの形状
、材質などの限定の一部もしくは全部の限定を外した部材の名称での記載は、本発明に含
まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施形態に係る建具を示す縦断面図である。
【図２】前記建具を示す横断面図である。
【図３】前記建具における遮蔽体収容部の構造を示す縦断面図である。
【図４】前記建具における縦枠部分を拡大して示す横断面図である。
【図５】前記遮蔽体収容部を一部断面して示す分解斜視図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１…引違い窓（建具）、２…窓枠（枠体）、３…障子（面材）、６…外部シャッター（
遮蔽装置）、７…シャッター枠（遮蔽枠体）、８…シャッター面材（遮蔽）、２１…窓上
枠、２２…窓下枠、２３…窓縦枠、２３Ａ…ビス（固着具）、７１…シャッター上枠（遮
蔽上枠）、７２…シャッター下枠（遮蔽下枠）、７３…シャッター縦枠（遮蔽縦枠）、７
４…まぐさ（遮蔽横材）、７５…シャッターケース（遮蔽体収容部）、８６…ケーブル（
駆動部品）、２３２…窓縦枠連結片、７１４…上枠垂下片、７３３…縦枠延出片、７４２
…横材固定片、７４３…横材立上片、７５１…防水シート（面状の止水材）、Ｓ…中間空
間、Ｗ…外壁。
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